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研究分野：整数論 
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１．研究計画の概要 
 

本研究課題の目的は、正則な多変数保型形
式の空間上のヘッケ作用素の跡に対して明
示的公式を与えることである。我々の明示的
公式とは、具体的な数値が計算可能な公式の
ことを意味する。主に多変数保型形式の中で
も最も良く研究されている対象の一つであ
る２次の正則ジーゲルカスプ形式の空間上
のヘッケ作用素の明示的跡公式について研
究する。具体的な目標はとして、重要なヘッ
ケ 作 用 素 の 一 つ で あ る Atkin-Lehner 
involution についての明示的跡公式を与える
ことおよび既知の公式を低いウェイトへ拡
張することを目指す。また、得られた公式に
より具体的な数値実験をすることで、２次の
正則ジーゲル保型形式の空間の構造を研究
することも目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 
 

本研究の目標は２次の正則ジーゲルカス
プ形式の空間上のヘッケ作用素の跡につい
て明示的公式を与えることとその応用であ
った。 
まず明示的跡公式の研究について述べる。

もし自明な作用のヘッケ作要素を考えたな
らば、その跡は空間の次元となる。すでに多
くの計算可能な次元公式が既知であること
に注意する。一般論であるアーサー跡公式か
ら導かれるある公式と局所新形式の理論を
用いることで、アーサー予想の仮定下で低い
ウェイトへ既知の公式を拡張できることが
明らかとなった。仮定が必要なので定理とは
ならないが低いウェイトについての公式の
目標が明確となり研究の進歩を得た。また、

Atkin-Lehner involution の跡に関する疑ユ
ニポテント元の寄与を、Labesse-Langlands
の SL(2)の跡公式におけるユニポテント元の
寄与の安定化の技術を用いて研究した。この
場合の明示的計算には清水Ｌ関数とよばれ
るヘッケＬ関数の一種の特殊値が現れる。清
水Ｌ関数の特殊値はヒルベルト保型形式の
次元公式にも現れるため、従来から良く研究
されており、Hammond-Hirzebruch によっ
て主要な場合についてその特殊値は計算さ
れている。Labesse-Langlands のユニポテン
ト項の安定化は彼らの計算手法の一般化と
見ることができ、実際に明示的計算に利用す
ることが可能であることが分かった。その結
果、その疑ユニポテント元の寄与を明示的に
計算することが出来た。 
次に応用について述べる。次元公式を用い

ることで空間の次元についてのある関係式
が非負の偶数になるという、2 次のジーゲル
カスプ形式の空間の構造を明らかにした。こ
の現象は局所新形式の理論を用いることに
よって、アーサー予想に関連していることが
分かる。つまり、ある局所表現をもつ一般タ
イプのジーゲルカスプ形式が必ずペアで現
れることが予想される。この結果はアーサー
予想が正しいことを示唆する数値実験とも
言える。 
 
３．現在までの達成度 
 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

明示的跡公式を得るためには、解析的な側
面を解決した後は、離散群の共役類のタイプ
ごとに寄与の計算を解決していくことが問
題となる。すでに解析的な側面は解決されて
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いる。そして、Atkin-Lehner involution の
跡における場合において、疑ユニポテント元
の寄与の計算を解決しており、着実に計算を
進めている。また、低いウェイトについても
目指すべき公式の姿が着実に明らかになっ
てきている。応用においても、すでに成果が
出ている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 引き続き Atkin-Lehner involution の明示
的跡公式に向けて寄与の一つ一つを計算し
ていく。これまでの研究により、跡公式の安
定化の理論が明示的公式を得るためにも非
常に有益であることが分かったので、安定化
の理論と従来の研究を組み合わせて、本研究
を推進していく予定である。また応用に関し
ては、局所新形式の理論とアーサー予想を用
いることで表現論的な視点からの明示的跡
公式の応用を推進する。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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